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研究成果の概要（和文）：基礎看護教育の基礎看護技術教育におけるスキンケア技術を、臨床実践内容に基づいて再検
討する目的で本研究を実施した。文献検討および学会のガイドラインを収集して調査表を作成し、スキンケア技術を含
む実際の看護場面の参加観察および協力者のインタビューを実施し、参加観察内容のフィールドノート、およびインタ
ビューの逐語録より分析した。現在5名の対象者より計20場面を参加観察し、その結果を検討中である。

研究成果の概要（英文）：I carried out this study for the purpose of reexamining a skin care technology in 
the basic nursing technical education of the basic nursing education based on clinical practice contents. 
I collected the guidelines on documents examination and congress and made a questionnaire and carried out 
the participation observation of the real nursing scene including the skin care technology and the 
interview of the cooperator and analyzed it than a word for word record of the field notebook of 
participation observation contents and the interview.

研究分野： 基礎看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）研究の学術的背景 
①国内・国外の研究動向及び位置づけ 
 今日、基礎看護教育における基礎看護技術
教育では、皮膚統合性障害を予防し、皮膚を
健やかに保つスキンケアについて系統的に
教授する内容を十分に検討し、構築するには
至っていない。「保健師助産師看護師学校養
成所指定規則」に基礎看護技術が定められて
から約 20 年が経過している。しかし、現在
の保健医療の場では、高度医療への対応、生
活や予防的視点の視点から看護を展開する
能力が求められている(厚生労働省, 2008)が、
技術を実践する現場で実践されている技術
をもとにした研究は少ない。過去に研究代表
者らが実際の看護行為に関連づけて基礎看
護技術の検討を行ない（研究代表者：小笠原
知枝 , 研究課題番号 07672523） (田中ら , 
1998),(久米ら, 1998),(辻ら, 1999)、従来の基
礎看護技術教育内容の枠組みに加え、さらに
安全・安楽に関連する技術が普遍的に行われ
ていることが検討されている。しかし、その
後の医療および看護技術の発展に基づく検
討はほとんどなく、文献に基づいた検討が中
心である（高橋ら、2001）（服部ら、2011）。 
 一方で、臨床看護実践として行われている
看護技術の中で、皮膚・排泄ケアに関連した
スキンケア技術の向上がめざましい。これら
は認定看護師として皮膚・排泄ケア認定看護
師が活躍する中で、臨床実践の質を高めてき
た結果であると考えられる。そして現場にお
けるスキンケアに関連する褥瘡、フットケア
をはじめ、クリティカルケアや排泄に関連す
る皮膚障害などの問題が取り上げられる傾
向にある（三富ら, 2007）(小玉ら,2004)(益田
ら, 2009)。また、スキンケアは皮膚を健康に
保つため技術であるが、感染を防ぎ、外観を
保ち、対象者のコミュニケーションを助け、
自尊感情を保つといった、全人的な支援とも
関連づけられる(田中, 2006)。看護の本質にか
かわるこうした技術の構造と意義を現場の
実践内容の中から明らかにすることについ
ての検討はまだ行われていない。 
 こうした現場の問題やそれらに対応する
看護実践の内容を反映した本研究の目的は、
臨床看護実践で行われている技術を各行為
ごとに実際の場面を観察し、合わせて実施者
からその行為の意味付けを聞き取ることに
よって、実際に行われているスキンケア技術
およびスキンケア技術に関連づけられた技
術を包括的に明らかにし、基礎看護技術教育
におけるスキンケア技術教育の構造および
内容について検討する必要があると考える。 
 
②応募者のこれまでの研究成果を踏まえ着
想に至った経緯 
 
 研究代表者は平成３年より基礎看護技術
の教育に従事し、現在に至っている。過去に

研究代表者らが実際の看護行為に関連づけ
て基礎看護技術の検討を行った (田中ら , 
1998),(久米ら, 1998),(辻ら, 1999)が、従来の
基礎看護技術教育内容の枠組みに加え、さら
に安全・安楽に関連する技術が普遍的に行わ
れていることが検討された。 
 並行して褥瘡予防に関連する研究、高齢の
褥瘡保有者において血中亜鉛などの微量元
素の不足に関する検証を行ってきた。また、
皮膚統合性障害に対する技術を発展させる
ためストーマケアにも取り組み、様々な検証
も行ってきた。褥瘡予防やストーマケアにお
ける皮膚障害については、様々なエビデンス
に基づきその技術が明らかになり、臨床実践
に反映されてきたが、看護者がその内容に触
れて実践を展開できるのは卒後が中心であ
り、ほとんど基礎看護技術内容には反映され
ていない。 
 また、現在並行して「クリティカルケア領
域における特徴的な皮膚障害の発生要因お
よびケア内容の検討」（研究課題番号
22592453、研究代表者：石澤美保子、研究分
担者：田中結華）にも取り組んでおり、現場
で必要とされるケア内容と関連づけて基礎
看護教育の内容を発展させる必要性を痛感
したことも、着想に至った経緯の一つである。 
 
（２）研究期間内に明らかにする内容 
 
①医療の現場で行われている、スタッフナー
スの実践を観察してスキンケアおよびスキ
ンケアに関連している看護行為を収集し、事
後のインタビューを通してその看護行為に
対する思考を明らかにする。 
②①で収集した看護行為を質的帰納的分析
およびテキストマイニングを併用して分析
し、スキンケア技術の構造に関する仮説を見
いだす。 
③②の仮説に基づいて作成した質問紙を用
いた調査によって、スキンケア技術とその関
連する技術の構造を明らかにする。 
④上記②、③の結果をもとに、スキンケア技
術を系統化し、今後の基礎看護技術における
スキンケア技術の教育内容を検討し、臨床実
践内容に基づいた新しいスキンケア技術教
育を提言する。 
 
（３）当該分野における本研究の学術的な特
色・独創的な点および予測される結果と意義 
＜本研究の特色・独創的な点＞ 
 本研究の特色は、技術教育の内容を臨床実
践における実際の看護行為から帰納的に検
討する点にある。さらに、参加観察法と面接
法を組み合わせることにより、より包括的か
つ適格にとらえ、単なるテクニックの収集で
はなく、ケアの意義付けや必要な根拠も包括
し、看護の他の技術、人間関係や心理的サポ
ートなどの技術と結びつけた全人的な援助
技術としての側面を明らかにできる。 
 



＜予測される結果と意義＞ 
 本研究は、局所のケアとしてとらえられが
ちなスキンケアを、全人的な援助としてとら
え直し、看護技術の本質に迫るものである。
基礎看護教育では、単なる方法論ではなく、
技術を通して看護の本質を体現できるよう、
教育内容を検討し直すことにつながる。また、
長らく伝統的な構造で教授されていたスキ
ンケア技術教育をアップデートするための
資料とできる。今日の臨床実践に即した看護
技術の技を教授することにより、現場と看護
基礎教育とのギャップを埋め、卒後のリアリ
ティショックを軽減し、卒後の新人看護師の
成長を促し、現場への適応を高めることに貢
献できると考える。 
 
 
２．研究の目的 
 
 臨床看護実践におけるスキンケア技術の
向上がめざましい。一方で基礎看護教育にお
ける基礎看護技術教育では、皮膚統合性障害
を予防し、皮膚を健やかに保つスキンケアは、
身体の清潔、褥瘡予防、感染予防などの技術
が関連するが、スキンケアそのものを看護技
術として教授するための系統的な教育内容
を構築するには至っていない。本研究の目的
は、臨床看護実践で行われている技術を各行
為ごとに実際の場面を観察し、合わせて実施
者からその行為の意味付けを聞き取ること
によって、実際に行われているスキンケア技
術およびスキンケア技術に関連づけられた
技術を明らかにし、今後の基礎看護技術教育
におけるスキンケア技術教育の構造および
内容について検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）対象は、研究協力を得られた約 5 施設
の100床以上の医療機関の中堅以上のスタッ
フナース約 20 名とする。1 医療施設の対象者
は異なる部署の看護師となるよう、協力施設
に依頼する。調査方法は、スキンケアおよび
スキンケア技術を含むと対象者が考える看
護場面を対象者 1 名あたり約 2〜3 場面を観
察し、観察記録を作成する。調査にあたって
は、中澤の方法（中澤ら, 1997）の方法に基
づき、参考文献および皮膚・排泄ケア認定看
護師の協力を得てカテゴリーおよび記述フ
ォーマットを作成の上、予備観察による検討
と観察者の訓練を経て行う。対象者はあわせ
て事後にインタビューを行い、各々の看護行
為についての実施時の思考を聞き取り、逐語
録を作成する。各看護場面の観察記録とイン
タビューの逐語録を統合して質的帰納的に
分析およびテキストマイニングによる分析
により、スキンケア技術の構造に関する仮説
を見いだす。 
 
（２）得られた仮説にもとづき、スキンケア
技術、およびスキンケア関連技術の実施頻度、

および主観的な重要性を問う質問紙を作成
し、協力の得られる 100 床以上の医療機関に
所属する約300名の看護師に郵送にて質問紙
を配付して回収する。対象者の部署はできる
だけ分散するようデータは共分散構造分析
などの手法を用いてモデル化を行う。 

 
（３）前年度までの質問紙調査の結果得られ
たモデル、および平成 24 年度の参加観察に
よって得られた仮説を統合し、皮膚・排泄ケ
ア認定看護師と看護技術教育の専門家会議
によってさらに多面的に検討し、スキンケア
技術およびスキンケア関連技術の構造およ
び内容について明らかにする。さらに、基礎
看護技術教育内容への活用について検討し、
提言をまとめ学会などの場で発表する。 
 
４．研究成果 
［平成 24 年度］ 
 スタッフナースの実際の看護行為につい
て、参加観察およびインタビューから仮説生
成を行うための準備を行った。実際に調査を
行うために、文献検討および情報収集を、日
本がん看護学会、日本創傷・オストミー・失
禁管理学会等、スキンケア技術を取り扱う学
会等、また、研究者との情報交換も行った。
その結果、臨床の実践面では、スキンケア技
術がかなり広範に日常の看護援助の中で行
われているが、現場による格差も大きく、内
容も多様であることが分かった。一方で、基
礎看護技術教育での教育内容を、全国で用い
られている基礎看護技術関係の各テキスト
や日本看護教育学会誌等、教育関係の文献か
ら抽出し、検討する作業を行った。その中で
は、身体の清潔の一部としてスキンケアおよ
びその基盤となる知識を組み入れているが、
独立した章としてはほとんど取り扱われて
いないことが解った。また、皮膚の機能に注
目したスキンケア用品の使用や、医療用テー
プ等など普遍的に用いられている医療用品
の取扱については、記述が少ないことが解っ
た。 
 一方で、参加観察による調査の準備として、
調査場面にてより精密に技術実践を捉える
必要があると考えた。そのため、現在の教育
内容および実践内容における予測されるデ
ータをコード化する作業を併行して行い、
予備的な検討を進捗させている。また、研
究協力施設のスペシャリストと 共同検討を
予備的に行ない、現在、各関係施設に提出す
る倫理審査の準備を整えた。また、参加観察
のためのトレーニングを実施した。 
［平成 25 年度］ 
 平成 24 年度の成果を踏まえ、文献検討を
まとめた。また、参加観察による調査の計画
を作成し、倫理審査の手続きを行った。数病
院に依頼するよう計画を行った。 
［平成 26 年度］ 
 平成 26 年度は参加観察による調査を行う
ため、具体的計画を作成し、本学の医療倫理



審査委員会の審査をうけ,一部修正の上了承
された。数病院に依頼し、調査を依頼した。
調査にあたっては、日本褥瘡学会、日本創
傷・オストミー・失禁学会などで新しく検討
された、医療関連機器圧迫創傷、スキンテア
などの概念も組み込んで、参加観察を行う視
点を検討し,研究者間で討議した。特に、医
療関連機器圧迫創傷については、教育内容に
どのように含まれているかの文献を収集し、
参加観察時に重点を置くための根拠につい
てまとめた。また、スキンテアについては、
老年看護学分野での今後重要な概念となる
と考え、文献を収集し検討をした。その結果
を観察時の視点として、調査に組み入れるこ
ととした。 
 また、参加観察法については、準備として
実際のスキンケア実践を行っているスタッ
フ等から状況を聴き取り、再度留意点を洗い
出しを行った。特に、今回は病院での実践を
対象としているが、地域包括ケアへの以降を
踏まえ、単に手順の実践というだけではなく、
看護師—看護師間、看護師—他の専門職、およ
び患者、家族への説明や、調整などもスキン
ケア技術の内容の一部であり、このような点
の実践についても参加観察の視点としてふ
くめていく根拠をまとめた。これらの内容を
参加観察の内容に含め、概念や調査項目を整
理した。 
 一方、今後の検討のため、教育内容の収集
も継続して実施した。 
［平成 27 年度］ 
 平成 27 年度に、調査実施にあたり、研究
期間延長のため、8 月に本学の医療研究倫
理審査委員会の再審査を受け、11 月に研究
の承認を得た。書類等準備の上、2 月に研
究協力を得た 1病院から 5名の病棟で臨床
実践を行う看護師の紹介を受け、それぞれ
スキンケア技術を含む看護場面の参加観察
を行った。その結果、約 20 場面のフィール
ドノートと、事後に研究協力者 5 名より 1
名平均 10 分程度のインタビューを実施し
た。現在、それぞれのフィールドノートと
インタビューデータによる逐語録を整理し、
それらを統合して分析を行なった。その結
果、臨床実践は、基本的なスキンケアに関
する仮説を得た。ナースが患者に直接行う
技術と、ナースおよび医療専門家が連携し
て行うための技術の２つの枠組みに整理で
きることが示唆された。基礎看護学教育に
おいては、これらを含めてどのように実践
と連携を組み入れて行くことが必要である
ことが明らかになった。 
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